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1. はじめに 
がんの確定診断は、病理医と呼ばれる専門の医師が行

っているが、その数は人口 10 万人あたり 1.02 人で米国の
5.26 人と比較して非常に少ない[1]。そのため、病理医不足
は深刻な問題となっている。そこで近年では、コンピュータ
による診断支援技術に関する研究が注目されている[2]。 

病理画像に関する先行研究の大半は乳腺やリンパ節を
対象としている。一方で胃のような、組織構造が複雑な臓
器を対象とした研究はまだ多くない。組織構造に応じて病
理画像を領域分割し、個々の領域ごとに適切な異常検出
を行うことが難しいためである。田中ら[3]は、胃の腺組織に
限定したがん検出の報告を行ったが、腺組織の切り出しは
手動で行われていた。また、複数ヶ所に腺が含まれている
画像や、間質などのその他組織が含まれる画像は対象とし
ていない。 

そこで本研究では、胃生検病理画像を対象に、画像中
に含まれる組織の分類を自動で行い、組織ごとに別の識
別器を用いることで、複数組織が含まれる画像に対しても
がんの検出が可能な手法を提案する。 

 

2. 提案方法 
胃生検病理画像には、上皮組織や間質、平滑筋層など

様々な組織が含まれていることが多いが、核の配列構造が
特徴的な上皮組織とその他組織では、がん化した際の細
胞の特徴が異なることが見てわかる。そこで、第 1 段階とし
て組織の分類、第 2 段階としてがんの検出を行うことにより、
がんの検出率向上を目指した。図1 に全体の流れを示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
第 1 段階では、画像中に含まれる組織の分類を行う。組

織分類について今回は、上皮組織とその他組織、背景部
分の3つに分類した。原画像を矩形で分割し、各矩形画像
からテクスチャ特徴として、Haralick[4]特徴と HLAC[5]特徴
の抽出を行った。Haralick 特徴とは、GLCM からコントラスト
や画素値のばらつきなど、合計13 種類のテクスチャ特徴を
計算したもので、HLAC 特徴とは、任意の局所領域につい
て、25 個のマスクパターンの生起頻度を計算したものであ
る。これらの特徴量を連結し、組織の分類を判別分析法に
より行った。 

第 2 段階では、上皮組織およびその他組織に分類され
た画像に対して、がんの検出を行う。ここで用いる特徴量も、
第 1 段階で抽出したテクスチャ特徴である。がんの検出で
は、それぞれの組織で SVM を用いて個別に学習を行い、
上皮組織とその他組織では異なる識別器となっている。 

 

3. 実験と結果 
事前に病理専門医によって診断された正常画像 72 枚、

がん画像35枚を使用した。(東邦大学医療センター佐倉病
院提供)顕微鏡 20 倍拡大画像で、原画像サイズは 2560 x 
1920。これを 320 x 240 の矩形で分割した画像に対し、組
織のアノテーションが行われている。これらのデータを用い
て患者一人抜き交差検定を行った結果を表 1 に示す。 

表 1 実験結果 

 感度 特異度 

分類なし 74% 92% 

分類あり 84% 89% 

感度は、病気に罹っている人の内陽性と出る割合、特異
度は、病気に罹っていない人の内陰性と出る割合である。 

表 1 を見ると、提案手法によって間質や平滑筋層におけ
る癌の見落としが減り感度が上がっていることがわかる。一
方で、組織間の境界部分に誤検出が増え、結果として特
異度が下がった。これは、境界部分の矩形画像について
は、一方の組織としてアノテーションを行っているため、分
類の時点で誤判定が起こり、がんの検出に失敗しているこ
とが理由であると考えられる。 

 

4. おわりに 
本研究では、胃生検病理画像を対象として、組織の分

類、がんの検出を行う手法を検討した。組織別に異なる識
別器を作成したことで、多様な症例に対してがんの検出が
可能となり、検出精度が向上した。今後は、組織の分類を
より正確に行うため、矩形レベルではなく、ピクセルレベル
での領域分割を試みる。 
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